
感
動
も
一
新
す
る
。

感
動
も
一
新
す
る
。

ア
ジ
ア
の
文
化
を
網
羅
す
る
充
実
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

東
洋
美
術
を
め
ぐ
る
旅
は
、
こ
こ
か
ら
ま
た
続
い
て
い
く
。

仏像の道をたどる旅 2
中国書画の精髄に浸る旅 3
アジアのやきものに触れる旅 6
アジア一周日帰りツアー 7

東洋館を楽しむ4つのコース

どこで何が見られるの？ ひと目でわかる東洋館マップ 4-5
どこが変わった ? 東洋館 6-7
知ってトクする 東洋館MEMO 8

コース  1
コース  2
コース  3
コース  4
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イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
生
ま
れ
て
、
日
本
ま
で
。　

仏
像
の
き
た
道
を
た
ど
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
見
仏
体
験
。

仏
像
の
道
を
た
ど
る
旅

コース  1 東
洋
美
術
を
巡
る
旅

ブッダ三尊像
アンコール時代・12～
13世紀 フランス極東
学院交換品

中央はナーガに坐す
ブッダ、向かって左に
四本の腕をもつ観音菩
薩、右に般若波羅蜜多
菩薩を表しています　

11室  1/2（水）～

◎十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

奈良・多武峯伝来唐時代・7世紀
玄奘などが唐にもたらした
インド風の濃厚な像　

1室  1/2（水）～

菩
ぼ

薩
さつ

頭
とう

部
ぶ

中国・クムトラ石窟 7～ 8
世紀 大谷探検隊将来品
厚い上瞼と小さな鼻、イ
ンドと中国の中間的な顔　

3室  1/2（水）～
2/24（日）展示

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

パキスタン・ペシャワール周
辺 クシャーン朝・2～ 3世紀
彫りの深い顔はギリシア彫
刻の影響です　

3室  1/2（水）～

中国

ガンダーラ

西域

クメール

生
み
ま
し
た
。
特
に
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
を
造
営

し
た
ク
メ
ー
ル
王
国（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）（
11
室
）は
ユ

ニ
ー
ク
な
彫
刻
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

東
洋
館
で
は
こ
れ
ら
の
国
々
の
彫
刻
を
見
て
回
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
旅
す
る
に
は
長
い
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、東
洋
館
で
は
一
日
で
足
り
ま
す
。

さ
ら
に
法
隆
寺
宝
物
館
、
本
館
の
彫
刻
と
比
較
す

る
と
面
白
い
発
見
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
（
浅
見
龍
介
）

1
世
紀
に
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ（
3
室
）で

生
ま
れ
た
仏
像
は
、西
域（
3
室
）を
通
っ

て
中
国（
1
室
）に
伝
わ
り
5
世
紀
の
雲う
ん

崗こ
う
石せ
っ
窟く
つ
造
営
以
降
豊
か
な
造
形
の
展
開
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
朝
鮮
半
島（
10
室
）、
日
本

に
及
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
ド
か
ら
ス
リ
ラ
ン

カ
を
経
て
東
南
ア
ジ
ア（
12
室
）に
伝
わ
っ
た
仏
教
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
各
地
の
各
時
代
に
独
特
な
像
を

東
洋
館
を
楽
し
む
4
つ
の
コ
ー
ス

◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館所蔵です。 2



日
本
の
風
土
が
育
ん
だ
、　

世
界
に
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

東
洋
美
術
を
巡
る
旅

中
国
書
画
の
精
髄
に
浸
る
旅

コース  2

◉瀟
しょう

湘
しょう

臥
が

遊
ゆう

図
ず

巻
かん

李氏筆　南宋時代・12世紀
全体を淡墨で描き、画面全体に吸い込まれて
いくかのようです。高い精神性をたたえ、かつ
て乾

けん

隆
りゅう

帝
てい

が所蔵していた四名巻の一つでした　

8室  1/2（水）～1/27日（日）展示◉碣
けっ

石
せき

調
ちょう

幽
ゆう

蘭
らん

第
だい

五
ご

唐時代・7～ 8世紀
弾琴の名手、丘公の撰と伝えられる「琴譜」の
鈔本です。初唐時代にさかのぼる楽譜はほと
んどなく、大変貴重な作品です　

8室  1/2（水）～2/24（日）展示

◉紅
こう

白
はく

芙
ふ

蓉
よう

図
ず

李
り

迪
てき

筆　南宋時代・慶元3年（1197）
李迪は南宋の宮廷画家。時間の経過とともに
色を変化させる芙蓉を描きます。東洋画の写実
主義の頂点に位置する作品です　

8室  1/2（水）～1/27（日）展示

日
本
と
中
国
の
交
流
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
と
、「
新

渡
り
」と
呼
ば
れ
る
、
新
し
い
テ
イ
ス
ト
の
作
品
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ー
ハ
ク
の
中
国
書
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
、
千
年
に
わ
た
る
日
本
人
の
中
国
書
画

愛
好
の
歴
史
が
そ
の
ま
ま
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

国
に
も
な
い
日
本
の
風
土
が
育
ん
だ
中
国
書
画
の
精

粋
。
じ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
塚
本
麿
充
）

東
洋
館
の
な
か
で
も
ピ
カ
一
と
い
え
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
が
中
国
書
画
で
す
。
日

本
人
が
最
初
に
中
国
書
画
に
出
会
っ
た
奈

良
時
代
に
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
唐
時
代
の
写
本

か
ら
、
足
利
将
軍
家
秘
蔵
の
絵
画
、
そ
し
て
江
戸
時

代
に
各
地
の
大
名
が
競
っ
て
集
め
た
作
品
ま
で
、
多

彩
な
中
国
書
画
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
代
に

3



◉
は
国
宝
、
◎
は
重
要
文
化
財
、
○
は
重
要
美
術
品
を
表
し
ま
す
。
と
く
に
表
記
の
無
い
も
の
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
す
。

～
研
究
員
イ
チ
オ
シ
作
品
情
報
付
！

K ひ
と
目
で

わ
か
る

ど
こ
で
何
が
見
ら
れ
る
の
？

東
洋
館
マ
ッ プ

1
F

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

4
F

5
F

3
F

2
F

3
F

3
F

2
F

4
F

4
F

5
F

1
F

4
F

4

5

6

7
8

9

10

2 3
F

4
F

5
F

中
国
の
青
銅
器

古
代
か
ら
唐
時
代
に
か
け
て
中
国

青
銅
器
が
た
ど
っ
た
変
遷
に
つ
い
て
、

容
器
を
中
心
に
概
観
し
ま
す
。

饕 と
う餮 て
つ文 も

ん
ほ
う

 1
/2
─5

/6　
殷
時
代・前

13
～

前
11 世

紀
　

坂
本
キ
ク
氏
寄
贈

中
国
　
墳
墓
の
世
界

王
侯
貴
族
の
死
後
の
生
活
を
支
え
る
家

財
の
模
型（
明
器
）や
人
形（
俑
）な
ど
を
、

時
代
順
に
展
示
し
ま
す
。

加 か

彩 さ
い舞 ぶ

人 じ
ん・ ・楽 が

く人 じ
ん

 1
/2
─5

/6　
後
漢
時
代・

1 ～
2
世
紀
　
横
河
民
輔
氏
寄
贈

7

1010
5

6

8
2

9
1

清
時
代
の
工
芸

清
時
代
に
作
ら
れ
た
玉
器
、ガ
ラ
ス
、竹
工
、犀 さ

い角 か
くな
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
材
質・技

法
の
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。

翡 ひ

翠 す
い香 こ
う炉 ろ

 1
/2
─6

/9　
清
時
代・

19
世
紀
　
神
谷
傳
兵
衛
氏
寄
贈

新
コ
ー
ナ
ー

1010
1

1010
2

9
2

8
3

8
1

4

1010
4

1010
3

5
3

5
4

5
1

5
2

朝
鮮
の
王
た
ち
の
興
亡

朝
鮮
半
島
の
三
国
時
代
に
、

各
地
の
有
力
者
が
覇
を

競
っ
た
様
を
装
身
具・武

器・
馬
具
な
ど
を
通
じ
て
概
観
し
ま
す
。

◎
透 すかし彫 ぼ

り冠 か
ん帽 ぼ

う
 1

/2
─3

/3
1　

三
国
時
代・

6
世
紀
　

伝
韓
国
昌
寧
出
土

小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
寄
贈

中
国
の
石
刻
画
芸
術

石
刻
画
芸
術（
画
像
石
）は
中
国
の
様
な々
地
域
で
流
行
し
ま
し
た
。

画
題
が
豊
富
で
優
品
の
多
い
山
東
省
の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

画
像
石

 1
/2
─4

/7　
後
漢
時
代・

1 ～
2
世
紀
　
中
国
山
東
省
孝
堂
山
下
石
祠

朝
鮮
時
代
の
美
術

朝
鮮
王
朝
時
代
の
両 や
ん班 .ば

ん（
貴
族
）
階
級

の
人
の々
生
活
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

官 か
ん服 ふく（
団 だ
ん領 りょう）

 1
/2
─3

/2
4　

朝
鮮
時
代・

19
世
紀
半
ば

朝
鮮
の
仏
教
美
術

朝
鮮
半
島
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
三
国
時
代
。そ
の
三
国
時
代
か

ら
、統
一
新
羅
、高
麗
時
代
の
金
銅
仏
、仏
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

菩 ぼ

薩 さ
つ半 は

ん跏 か

像 ぞ
う

 1
/2
～
　

三
国
時
代・

7 世
紀
　
小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
寄
贈

オアシス
6

アジアの 占い 体験
ア
ジ
ア
各
地
の
占
い
で
盛
り

上
が
ろ
う
!　

さ
あ
、今
日
の
運
勢
は
?!

中
国
文
人
の
書
斎

中
国・宋

時
代
以
降
の
文
化
は
、文
人
や

学
者
の
書
斎
を
中
心
と
し
て
育
ま
れ
て
き
ま

し
た
。書
斎
を
飾
る
書
画
や
文
房
諸
具
を

紹
介
し
ま
す
。

獅 し

子 し

鈕 ちゅう田 で
ん黄 お
う石 せ
き印 い

ん材 ざ
い

 1
/2
─2

/2
4　

明
時
代・

14
～

17 世
紀
　

青
山
杉
雨
旧
蔵
　

青
山
慶
示
氏
寄
贈

中
国
の
書
跡

本
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
た
貴
重
な

典
籍
な
ど
、中
国
書
跡
の
優
品
を
選
り

す
ぐ
っ
て
展
示
し
ま
す
。

◉
碣 け
っ石 せ
き調 ちょう幽 ゆ

う蘭 ら
ん第 だ
い五 ご

 1
/2
─2

/2
4　

唐
時
代・

7 ～
8
世
紀

朝
鮮
の
陶
磁

製
陶
技
術
が
発
達
し
た
原
三
国
時
代
か
ら
、白
磁
な
ど
の
多
様
な

陶
磁
器
が
焼
か
れ
た
朝
鮮
時
代
ま
で
の
陶
磁
史
を
概
観
し
ま
す
。

粉 ふ
ん青 せ

い鉄 て
つ絵 え

魚 ぎ
ょ文 も
ん瓶 へ
い

 1
/2
─3

/3
1　

朝
鮮
時
代・

15
～

16
世
紀
　
伝
韓
国
忠
清
南
道
公
州
鶴
峯
里
出
土
　

小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
寄
贈

中
国
文
明
の
は
じ
まり

中
国
文
明
の
形
成
と
発
展
の
過
程

を
、土
器
、玉
器
、出
土
文
字
資
料

な
ど
で
た
ど
り
ま
す
。

彩 さ
い陶 と

う短 た
ん頸 け
い壺 こ

 1
/2
─5

/6　
馬
家
窯
文
化・

前
2600

～
前

2200
年
頃
　

中
国
甘
粛
省
あ
る
い
は
青
海
省
出
土

中
国
の
染
織

各
時
代
の
特
色
あ
る
こ
く絲 し（

綴 つ
づ
れ織 お
り）を
展
示

し
、中
国
に
お
け
る
絲
の
技
法・
デ
ザ
イ
ン
の

歴
史
を
概
観
し
ま
す
。

◎
九 く

条 じょう袈 け

裟 さ
1

/2
─3

/2
4

紫 む
ら
さ
き
じ

地
唐 か
ら草 く

さ文 も
ん様 よ
う印 い

ん金 き
ん/

草 く
さ花 ば
な文 も
ん様 よ
う
こ
く絲 し

中
国
の
陶
磁

中
国
唐
時
代
か
ら
清
時
代
に
至
る

約
1300年

の
間
に
作
ら
れ
た
、多

種
多
様
な
陶
磁
器
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
青 せ
い磁 じ

輪 り
ん花 か

鉢 は
ち
  1

/2
─5

/6　
南
宋
官
窯
南
宋
時
代・

12
～

13
世
紀
　

横
河
民
輔
氏
寄
贈

中
国
の
漆
工

新
石
器
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
古
い
歴

史
を
も
つ
中
国
漆
工
。多
種
多
様
な
技
法

を
紹
介
し
ま
す
。

楼 ろ
う閣 か

く人 じ
ん物 ぶ

つ堆 つ
い黒 こ
く盆 ぼ
ん

 1
/2
─3

/2
4　

南
宋
時
代・

12
～

13
世
紀

中
国
の
絵
画

日
本
の
文
化
の
発
展
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
宋・元

時
代

の
絵
画
。世
界
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

◎
李 り

白 は
く吟 ぎ
ん行 こ
う図 ず

 1
/2

9
─2

/2
4　

梁 りょう楷 か
い筆

南
宋
時
代・

13
世
紀

◉
紅 こ
う白 は

く芙 ふ

蓉 よ
う図 ず

1
/2
─1

/2
7　

李 り

迪 て
き筆

南
宋
時
代・

慶
元

3
年（

1197 ）

朝
鮮
の
磨
製
石
器
と

金
属
器

朝
鮮
半
島
の
青
銅
器
時
代・初

期
鉄
器

の
作
品
を
中
心
に
、朝
鮮
半
島
の
考
古

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

○
獣 じゅう文 も

ん飾 かざり板 い
た

 1
/2
─3

/3
1　

初
期
鉄
器
～
原
三
国
時
代・

前
3
～
前

1 世
紀

伝
韓
国
慶
州
出
土
　

小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
寄
贈

新
コ
ー
ナ
ー

新
コ
ー
ナ
ー

新
コ
ー
ナ
ー



エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

テ
ラ
ス

入
口

1
F

3
F

B
1
F

3
F

B
1
F

2
F

1
F

1
F

2
F B
1
F

TN
M
＆
TO
PPAN

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

1

2
3

11
12

13

1
F

5
F

3
F

4
F

2
F

B1
F

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

M
useum

 Theater

テ
ラ
ス

Terrace

1 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1
F

2
F

1111

東
南
ア
ジ
ア
の
金
銅
像

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、

タ
イ、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
と

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
銅
造
鍍
金

の
像
を
展
示
し
ま
す
。

大
日
如
来
坐
像

 1
/2
～
　

10
世
紀
頃
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

1212
3

1313
2

1313
1

1

B1
F

3
1

インド ・東南アジアの 考古
タ
イ北
東
部・
バ
ン
チ
ェ
ン
出
土
の
優
品
を

中
心
に
、東
南
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
多
様
な
考
古
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

銅 ど
う鼓 こ

 1
/2
─3

/3
1　

タ
イ
北
部
出
土
　

15
～

17 世
紀
　

タ
イ
国
ダ
ム
ロ
ン
親
王

寄
贈

3
3

3
2

2

1313
3

1212
1

1212
2

ク
メ
ー
ル
の
彫
刻
　

11～
13世

紀
に
ア
ン
コ
ー
ル（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

の
寺
院
を
飾
っ
た
彫
像
、浮
彫
の
建
築
装

飾
を
展
示
し
ま
す
。

浮
彫
ア
プ
サ
ラ
ス
像

 1
/2
～
　

ア
ン
コ
ー
ル
時
代・

12
～

13
世
紀
　
カ
ン
ボ
ジ
ア・バ

イ
ヨ
ン
　
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
交
換
品

東
南
ア
ジ
ア
の
陶
磁

タ
イ、ベ
ト
ナ
ム
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
つ
くら
れ

た
陶
磁
器
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

○
青 せ
い花 か

魚 ぎ
ょ藻 そ

う文 も
ん大 お

お皿 ざ
ら

 1
/2
─6

/3
0　

15
～

16
世
紀

ベ
ト
ナ
ム

ア
ジ
ア
の
染
織

イ
ン
ド
北
西
部
で
製
作
さ
れ
た
カ
シ
ミ
ア・
シ
ョ
ー
ル

や
、ム
ガ
ル
王
朝
な
ど
の
衣
装
を
展
示
し
ま
す
。

カ
シ
ミ
ア・シ

ョ
ー
ル
　
白
地
ペ
イ
ズ
リ
ー
文
様

綴 つづれ織 お
り縫 ぬ
い合 あ

わ
せ

 1
/2
─3

/2
4　

18
～

19
世
紀

イ
ン
ド・カ

シ
ミ
ー
ル

T
N

M
&

T
O

P
P

A
N

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
技
術
を
駆

使
し
た
臨
場
感
豊
か
な
映
像
を
、ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
解
説
と
共
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。6.6×

3.7m
の

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
V
R
映
像

は
圧
巻
で
す
。

ア
ジ
ア
の
民
族
文
化

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
影
絵
人
形

ワ
ヤ
ン・
ク
リ
な
ど
、民
衆
の

生
活
や
文
化
に
基
づ
い
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ワ
ヤ
ン・ク

リ
ク
レ
ス
ノ

 1
/2
─4

/7　
20
世
紀
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
部
ジ
ャ
ワ
　

ダ
ナ
ル
ト
氏
寄
贈

イ
ン
ド
の
細
密
画

仏
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
経
典
挿
話
と
し
て
は
じ
ま
り
、中
世

イ
ン
ド
世
界
で
流
行
し
た
、細
密
画
を
展
示
し
ま
す
。

マ
ハ
ー
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー

    1
/2
─1

/2
7　

19
世
紀
前
半
イ
ン
ド
、ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
派
　

魚
に
化
身
し
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

 1
/2

9
─2

/2
4

（
マ
ツ
ヤ
・ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
）

18
世
紀
前
半
イ
ン
ド
、ビ
カ
ネ
ー
ル
派
　

中
国
の
仏
像

中
国
彫
刻
の
最
盛
期
で
あ
る

南
北
朝
時
代
か
ら
唐
時
代
の

仏
像
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

◎
如 に
ょ来 ら
い三 さ

ん尊 ぞ
ん仏 ぶ
つ龕 が

ん
 1

/2
～
　

唐
時
代・長

安
4
年（

704 ）　
中
国
陝
西
省
西
安
宝
慶
寺
　

細
川
護
立
氏
寄
贈

オアシス
2

旅の
案
内
所

作
品
が
制
作
さ
れ
た
背

景
や
、出
土
地
な
ど
を

紹
介
す
る
映
像
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
み
な
が
ら
、ち
ょ
っ

と
休
憩
。

　
　
　
　
　
ク
メ
ー
ル
彫
刻
と
は
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
を
中
心
に
栄
え

た
ク
メ
ー
ル
王
朝
の
遺
品
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
は
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
で

す
。
こ
の
展
示
で
は
優
品

18
件
を
選
ん
で
日
本
で
は
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
ク

メ
ー
ル
の
造
形
力
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

新
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
イ
ン
ド
細
密
画
は
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
な
ど
イ
ン
ド
の
神
々
の
物
語
や
王

侯
の
肖
像
、宮
廷
の
生
活
等
を
、細
緻
な
線
描
と
鮮
や
か
な
彩
色
で
描
い
た
も
の

で
す
。

16
世
紀
か
ら

19
世
紀
前
半
に
か
け
て
盛
ん
に
描
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の

イ
ン
ド
の
王
侯
た
ち
の
暮
ら
し
や
世
界
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
コ
ー
ナ
ー

西
ア
ジ
ア ・エ

ジ
プ
ト
の
美
術

人
類
最
古
の
文
明
揺 よ
う籃 ら

んの
地
と
し
て
知
ら
れ
る
、エ
ジ
プ
ト

と
西
ア
ジ
ア
の
古
代
美
術
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ニ
像
浮
彫

 1
/2
─3

/3　
古
王
国
時
代・第

6
王
朝・前

23
世
紀

エ
ジ
プ
ト
、サ
ッ
カ
ー
ラ
出
土

西
域
の
美
術

ホ
ー
タ
ン
、ク
ム
ト
ラ
石
窟
等
の
出
土
品
な
ど
、大
谷
探

検
隊
の
将
来
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

舎
利
容
器

 1
/2
─2

/2
4　

6
～

7 世
紀
　
中
国
・ス
バ
シ
あ
る
い
は
ク
ム
ト
ラ
石
窟
　

大
谷
探
検
隊
将
来
品

 1
/2
─3

/2
4　

元
～
明
時
代・

14 世
紀
　

伝
春
屋
妙
葩
所
用

インド ・ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
刻

仏
像
の
初
期
の
作
例
を
含
む
、ガ
ン
ダ
ー
ラ
や
古
代
イ
ン
ド
の

仏
教
美
術
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

如
来
坐
像

 1
/2
～
　

パ
キ
ス
タ
ン・ガ

ン
ダ
ー
ラ
　
ク
シ
ャ
ー
ン
朝・

2
～

3
世
紀

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

東
洋
館
の
人
気
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
品
が
ず
ら
り
。

5

新
コ
ー
ナ
ー



新
・
東
洋
館
の
コ
ン
セ
プ
ト

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
東
洋
美
術
を
め
ぐ
る
旅
」。
展
示
室
を

一
つ
ず
つ
ご
覧
い
た
だ
く
の
も
よ
し
、
国
別
や
ジ
ャ
ン
ル

別
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
の
も
よ
し
。

そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の
コ
ー
ス
を
見
つ
け
て「
旅
」を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
客
様
も
文
化
財
も「
安
全
な
東
洋
館
」

耐
震
強
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
2
0
0
9
年
6
月
よ

り
壁
の
補
強
等
の
工
事
を
実
施
。
ま
さ
に
そ
の
最
中
に
、

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
大
半
の
耐
震
工

事
を
終
え
て
い
た
た
め
、
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。
展
示

ケ
ー
ス
の
免
震
装
置
な
ど
も
一
新
し
、
お
客
様
も
文
化
財

も
安
全
・
安
心
な
展
示
環
境
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

新
旧
見
分
け
が
つ
か
な
い
壁
タ
イ
ル
！

耐
震
補
強
し
た
壁
の
仕
上
げ
に
使
う
タ
イ
ル
を
、
新
た

に
約
2
万
枚
製
作
し
ま
し
た
。
当
初
の
意
匠
を
継
承
す

る
た
め
、
既
存
の
タ
イ
ル

と
色
・
形
が
合
う
よ
う
、

細
部
に
ま
で
と
こ
と
ん
こ

だ
わ
っ
て
作
り
ま
し
た
。

既
存
タ
イ
ル
は
一
枚
一
枚

色
が
若
干
違
っ
て
い
た
た

め
、
3
種
類
の
色
を
製
作
。

さ
ら
に
、
タ
イ
ル
表
面
に

は
す
べ
て
手
作
業
で
ス
ジ

を
入
れ
ま
し
た
。

表
情
も
い
ろ
い
ろ
。
使
っ
て
み
た
い
や
き
も
の
が

ほ
ら
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
。

東
洋
美
術
を
巡
る
旅

ア
ジ
ア
の
や
き
も
の
に
触
れ
る
旅

コース  3

ど
こ
が
変
わ
っ
た
？

東
洋
館

施
設
か
ら
展
示
ま
で
、

新
・
東
洋
館
の
魅
力
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

5
室
に
展
示
さ
れ
る
中
国
陶
磁
は
、
横よ
こ
河が
わ
民た
み
輔す
け

氏
や
広ひ
ろ

田た

松ま
つ

繁し
げ

氏
か
ら
の
寄
贈
品
な
ど
か

ら
な
り
、
当
館
の
収
蔵
品
の
中
で
も
と
く
に

充
実
し
た
分
野
の
一
つ
で
す
。
各
時
代
を
代
表
す
る

名
品
を
通
し
て
、
中
国
陶
磁
の
歴
史
の
流
れ
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
10
室
の
朝
鮮
陶
磁
は
土
器

か
ら
朝
鮮
時
代
へ
至
る
変
遷
を
辿
り
、
な
か
で
も
高こ
う

麗ら
い

青せ
い

磁じ

の
逸
品
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
12
室

で
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で
焼
か
れ
た
ク
メ
ー
ル
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
の
陶
磁
器
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
国
に
よ
っ

て
技
法
や
表
情
が
異
な
る
ア
ジ
ア
の
や
き
も
の
を
比

較
し
な
が
ら
ご
鑑
賞
い
た
だ
く
と
、
楽
し
さ
が
倍
増

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
今
井
敦
）

新タイル 旧タイル

PointPoint

1
PointPoint

2
PointPoint

3

◎粉
ふん

彩
さい

梅
ばい

樹
じゅ

文
もん

皿
さら

中国 景徳鎮窯 清時代・雍正年間
（1723～ 35）　横河民輔氏寄贈　
宮廷内に設けられた工房において
絵付けがなされました
5室 1/2（水）～ 5/6（月・休）展示

◎青磁輪花鉢
中国 南宋官窯 南宋時代・12～13
世紀横河民輔氏寄贈
南宋時代には都に官窯が置か
れ、宮中向けに青磁を焼きました
5室 1/2（水）～5/6（月・休）展示

黒
こっ

褐
かつ

釉
ゆう

象
ぞう

形
がた

容
よう

器
き

クメール アンコール時代・12～
13世紀
現在のカンボジアを中心に栄えた
クメール王国で作られました　
12室 1/2（水）～ 6/30（日）展示

○青花魚藻文大皿
ベトナム 15～16世紀
たおかやな唐草文、温容な発色
はベトナムの青花独特のものです　
12室 1/2（水）～ 6/30（日）展示

◎三
さん

彩
さい

貼
ちょう

花
か

龍
りゅう

耳
じ

瓶
へい

中国 唐時代・8世紀　
横河民輔氏寄贈
唐三彩は唐時代盛期の華麗で国
際色豊かな文化を象徴します　
5室 1/2（水）～5/6（月・休）展示

鉄絵草花文ケンディ形水注
タイ シーサッチャナーライ窯
15～ 16世紀 吉岡健氏寄贈
この器形はケンディと呼ばれ､
東南アジア地域に広く流通しま
した
12室 1/2（水）～ 6/30（日）展示

青
せい

磁
じ

蓮
はす

唐
から

草
くさ

文
もん

水
すい

注
ちゅう

朝鮮 高麗時代・12世紀
高麗時代には精緻な文様が彫り
表された青磁が焼かれました　
10室 1/2（水）～3/31（日）展示

白
はく

磁
じ

壺
つぼ

朝鮮 朝鮮時代・18世紀
横河民輔氏寄贈
簡素ながら味わい深い白磁は朝
鮮時代を代表する陶磁器です　
10室 1/2（水）～3/31（日）展示

6



各
階
ど
ま
り
、ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

中
央
の
吹
き
抜
け
に
は
新
た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
す
べ
て
の
階
に
止
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
張
り
な
の
で
建
築
の
様
子
が
よ
く
見
え
、
車
椅
子
を

ご
利
用
の
方
も
お
目
当
て
の
展
示
室
に
す
ぐ
に
行
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設

展
示
室
の
面
積
が
3
4
0
9
㎡
か
ら
4
2
5
0
㎡
へ

と
拡
大
。
こ
れ
ま
で
限
定
公
開
し
か
で
き
な
か
っ
た「
ク

メ
ー
ル（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）の
彫
刻
」、「
イ
ン
ド
の
細
密
画
」、

「
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化
」に
専
用
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
し
た
。
他
に
、「
中
国
文
人
の
書
斎
」や「
朝
鮮
時
代
の

美
術
」も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

作
品
を
よ
り
ひ
き
た
た
せ
る
展
示
ケ
ー
ス

ド
イ
ツ
屈
指
の
ガ
ラ
ス
製
品
メ
ー
カ
ー
、
グ
ラ
ス
バ
ウ
ハ
ー

ン
社
に
よ
る
特
注
展
示

ケ
ー
ス
の
透
明
感
と
美
し
い

デ
ザ
イ
ン
に
も
ご
注
目
く

だ
さ
い
。
高
透
過
低
反
射

ガ
ラ
ス
を
2
枚
重
ね
て
、
間

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
は

さ
ん
で
い
る
た
め
、
万
一
ガ

ラ
ス
が
割
れ
て
も
破
片
が

観
覧
者
や
作
品
を
傷
つ
け

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蛍
光
灯
か
ら
L
E
D
照
明
へ

展
示
ケ
ー
ス
内
の
照
明
器
具
は
、
L
E
D
を
用
い
ま
し

た
。「
中
国
の
絵
画
・
書
跡
」で
は
、
L
E
D
照
明
の
色
温

度
も
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
独
立
展
示

ケ
ー
ス
は
天
板
も
ガ
ラ
ス
で
製
作
し
た
の
で
、
天
井
か
ら

の
自
由
な
照
明
が
可
能
に
。
作
品
は
よ
り
美
し
く
輝
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

日
・
英
・
中
・
韓
の

4
言
語
表
記

展
示
室
の
案
内
表
示
や
解

説
は
、
日
本
語
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
の
4
言
語
表

記
と
し
、
海
外
か
ら
の
お
客

様
に
も
よ
り
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

西
ア
ジ
ア
、エ
ジ
プ
ト
、イ
ン
ド
、パ
キ
ス
タ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、中
国
、
朝
鮮
半
島
ま
で
、

東
洋
館
の
展
示
は
ア
ジ
ア
各
地
の
文
化
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
か
ら
お
す
す
め
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

東
洋
美
術
を
巡
る
旅

ア
ジ
ア一
周
日
帰
り
ツ
ア
ー

コース  4西アジア・エジプトの
美術
鴇
とき

像
ぞう

エジプト プトレマイオス朝時代・前304～
前30年 トゥーナ・エル・ゲベル出土
古代エジプトでは、トキは知恵の神トト
の聖動物の一つと考えられました。トト
のもう一つの聖動物はヒヒです　
3室  1/2（水）～ 3/3（日）展示

クメールの彫刻
ガネーシャ坐像
アンコール時代・12～13世紀　ブッダのテラス
北側　フランス極東学院交換品
象の頭に人間のからだを持つガネーシャはヒン
ドゥー教のシヴァ神の子。太鼓腹にあらわされ、
富と知恵、そしてあらゆる障害を除く神として信
仰を集めました　
3室  1/2（水）～ 6/30（日）展示

朝鮮の王たちの興亡
細
さい

環
かん

式
しき

耳
みみ

飾
かざり

朝鮮 三国時代（加耶）・6世紀
耳飾に鎖を用いるのは、加耶の特徴で
す。鎖の先の垂下飾が山梔子形になって
おり、これは3枚の金板をあわせて中空
にしたものです　
10室  1/2（水）～ 3/31（日）展示

アジアの染織
カシミア・ショール　
緋地ペイズリーメダイヨン模様
インド・カシミール 18世紀
全面にペイズリー文様を織り出したカシミヤ・ショールで、中
央にメダイヨンを表わしたデザインは18世紀終わりにヨー
ロッパで流行し「ムーン・ショール」と呼ばれました　
13室  1/2（水）～ 3/24（日）展示

西域の美術
舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

中国・スバシあるいはクムトラ石窟 6～7世紀
大谷探検隊将来品
直径38センチある大型の舎利容器。蓋には
翼のある天使が、身の周囲には楽器を演奏
し、仮面をつけて踊る人々が描かれています　
3室  1/2（水）～ 2/24（日）展示

インド・東南アジアの
考古
銅
どう

鼓
こ

インドネシア東部出土 初期金属器時代・
6～12世紀
インドネシア東部で発達した腰高タイプ
の銅鼓（青銅製の太鼓）。把手を前後左
右に配し、各把手のあいだに人面文を二
つずつ並べているのが特徴です　
12室  1/2（水）～ 3/31（日）展示

中国の青銅器
饕
とう

餮
てつ

文
もんほう

中国殷時代・前13～前11世紀 坂本キク氏寄贈
神に捧げる酒を容れた古代中国の青銅器。腹部は
神を表した動物の顔のような文様、饕餮文が飾ら
れています　
5室  1/2（水）～ 5/6（月・休）展示
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旅人のおなかを
満たすのはココ
ホテルオークラレストラン
「ゆりの木」　
東洋館の別棟。四季折々の景色と和食・洋食・中華と
豊富な品揃えが楽しめます。約140席、全席禁煙。
営業時間 10：30～（ラストオーダーは閉店の40分前）

MM EE MM OO

旅の記念に思い出を
お持ち帰りください
ミュージアムショップ
エントランス。アジア関連の書籍や
グッズのほか、本館での人気商品
も販売。東洋館リニューアルオープ
ン記念新発売「オリジナル切手
シート東洋美術名品十選」（1,200
円、作品の解説付き）は要チェック！

MM EE MM OO

季節を感じる癒しスポットが
新たに加わりました
テラス
3階5室に隣接。本館、表慶館、ユリノキを一望できる、
とっておきのビュースポットです。

MM EE MM OOOO

MM EE MM OOOO

ナビゲーターと共に美術をめぐる旅へ
TNM ＆ TOPPAN ミュージアムシアター
地下に新設。迫力満点の300インチ
の大型スクリーンにハイビジョンの約
4倍の超高精細の映像が映し出されま
す。ナビゲーターによるライブ上演で
VR作品をお楽しみください。
2013年1月～ 3月は「アンコール遺
跡バイヨン寺院̶尊顔の記憶̶」、
「洛中洛外にぎわい探訪̶舟木本屛
風を歩く̶京のごちそう̶」の二つの
プログラムを交互に上演します。
上演：水、木、金、土、日曜、祝・休日
料金：1作品・1回につき高校生以上
500円、小・中学生300円当日予約制
＊上演スケジュール、料金等の詳細は当館
ウェブサイトをご覧ください。

心を潤すオアシスで　
アジアの文化体験
オアシス（教育普及スペース）
2室　旅の案内所：絹織物や香料などを運
ぶ貿易商人や、経典を求めて旅をした三蔵
法師など、旅人を主人公にした映像でアジ
ア各地の文化に触れてください。
6室　アジアの占い体験：シャガイ（羊やヤ
ギなどのくるぶしの骨）をサイコロのように振って、出た面によって運勢が
わかるモンゴルの占いや、アジア各地域の夢占いを体験。ラッキーアイテ
ムのスタンプコーナーも！

MM EE MM OOOO

旅行カバン型のモニターからア
ジアの豆知識が！

記念講演会「ドイツ・カナダ所在のアジア美術と
展示方法－ベルリンにおける新たな挑戦－」
1月19日（土）  13：30～15：00（開場13：00）
講師：クラース・ルーテンビーク博士

（ベルリン国立アジア美術館長）
会場：平成館大講堂　定員380名（先着順）
＊聴講無料（ただし当日の入館料は必要）
＊講演は英語。日本語逐次通訳付。

記念事業「上海博物館所蔵中国絵画作品展」（仮称）
一級文物15件および日本初公開作品を含む中国絵画の精華
40件を公開します。
2013年10月～12月（予定）
会場：東洋館8室

東洋館リニューアル記念事業
東洋館リニューアル開館記念式典

干支の展示やイベント満載の「博物館に初もうで」と合わせて、
さらにめでたい1年の始まりです。
1月2日（水） 9：45～東洋館前館長挨拶ほか
 10：10～東洋館前、 12：40～本館前

アジアの女神たち～祝福と歓迎の舞～

ガイドツアー「東洋館をめぐる旅」
東洋館の楽しみ方をご案内。ツアーは当日受付、途中の出入り
も自由です。
1月5日（土）、8日（火）  10：30～11：50（各回内容は同じ）
解説：白井克也（平常展調整室長）
集合：開始時までに、東洋館エントランスにお集まりください。
＊聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

東京国立博物館利用案内 9：30～17：00（入館は閉館の30分前まで）。月曜休館（祝・休日の場合は翌日）、一般600円（特別展は別料金）
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2013年トーハクの
お正月と東洋館オープンの

「顔」としてポスターに出演して
くださったのが、ドラマや映画で

大活躍の井
い

浦
うら

新
あらた

さん。

とっても
カッコイイほ。
新さん、

ありがほー！

ぼくはデザートが
お気に入りだほ

4つのシャガイ
を振るんだほ

とって
おきス

ポット
情報～旅の気分

を盛り上
げる、

客席数も34席から98席と大幅
に増えた新シアター

アンコール遺跡、バイヨン寺院
をテーマにした新作
制作・著作：凸版印刷株式会社
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